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当院における
腰椎椎間板ヘルニアの治療戦略

　腰椎椎間板ヘルニアは、７割程度の患者が３～６ヶ月程度の保存治療
で軽快するといわれている。保存治療が奏功しなかった症例に対しては、
手術加療を行うことが一般的であったが、2018年に臨床使用が可能と
なった、コンドリアーゼによる化学的髄核融解術の登場は、腰椎椎間板
ヘルニアの治療にパラダイムシフトを起こした。
　今回、当院で施行したコンドリアーゼ治療の治療成績や効果不十分と
なった症例の検討を中心に、当院における腰椎椎間板ヘルニアの治療戦
略について報告させていただく。
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アテトーゼ型脳性麻痺に伴う
頚髄症に対する手術戦略

　アテトーゼ型脳性麻痺（アテ型CP）は、二次障害として頚部脊髄症
を発症することは広く知られています。アテ型CP頚髄症は頭頚部の不
随意運動が特徴的であり、手術後も持続するため、初回の手術方法や
範囲は慎重な検討を要します。当院での当疾患に対する手術戦略につ
いて紹介させていただきます。
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